
























The Meaning of Work in Rural Areas: 












































































1974 年を中心に前後 8 年ごとの空中写真，計 4 枚を用いた。そのほか，土地利用の分析では GPS
を活用した実地調査もおこなった。
農業以外の生業活動については聞き取り調査を中心にして，諸資料から裏付けをした。インフォー
マントは A 家の家族と A 家の農業パート，および丹生の住民である。また，現在もおこなってい
る農業パートについては，筆者自身が A 家のパートとして働き，労働時間や就労形態について参















現在の丹生の戸数は 27 戸で，90 人が住んでいる。
農家は 19 戸で，花卉農家が 2 戸，ビワ農家が 17 戸を
占める。また，ビワ農家のうち冬期にナバナを栽培す














































家として生計をたててきたことがわかる〔表 1〕。農林水産省の統計によれば，丹生では 1975 年か




















１970 年 4 ２１ 3 ２8 ２8 85.7% －
１975 年 ２0 3 3 ２6 －　 ２3.１% －
１980 年 ２3 １ ２ ２6 ２7 １１.5% －
１985 年 １5 7 4 ２6 － 40.7% －
１990 年 １0 １0 4 ２4 ２7 58.3% 5
１995 年 9 6 6 ２１ － 57.１% 3




１970 年 13 7 85 15%
１975 年 １ 5 87 １%
１980 年 0 4 84 0%
１985 年 １ １5 6２ ２%
１990 年 5 １6 58 9%
１995 年 3 １6 48 6%













































ナバナを栽培している 15 戸のうち 14 戸が 1976 年ころからナバナの栽培をはじめたことがわかっ


















































































































現在の A 家は世帯主の A 氏と妻，長女夫婦とその子女 3 人からなる 7 人家族である。世帯主の
A 氏は 1933 年に丹生に生まれ，高校を卒業後，農業や日雇い労働に就く。本論で分析期間の始点
とした 1960 年は A 氏が三芳村出身の妻と結婚した年でもある。このとき A 家には A 氏夫妻と A
氏の父母，妹 2 人の 6 人が住んでいた。そして，1961 年に長女が，1964 年には次女が生まれる。
また，この間に A 氏の妹 2 人が結婚をして家を出ている。その後，次女が結婚して家を出て，現
在は 1981 年に結婚した長女夫婦が中心になって農業を営んでいる。以下に 1960 年から現在までの
Ａ家における自家労働力の変遷をまとめた〔表 3〕。
年代 農業従事者 人数
1960 ～ 1963 年 A 氏・妻・父親・母親（繁忙期には A 氏の妹 2 人が手伝う） 4 人
1964 ～ 1980 年 A 氏・妻・母親（ビワの繁忙期には長女 1 人が手伝う） 3 人
1981 ～ 2000 年 A 氏・妻・母親（1998 年に亡くなる）（ビワ・ナバナの繁忙期は長女・長女の夫が手伝う） 3 人
2001 ～ 2007 年 A 氏・妻・長女・長女の夫（ビワの繁忙期は長女の子ども 3 人が手伝う） 4 人
5.3　A家の生業の変化
〔表 4〕は 1960 年から現在までに A 家が丹生で耕作してきた土地である。A 家は先述の丹生の
土地利用の変化と同様に 1970 年以降，水田の多くを樹園地や花卉栽培地に変えている〔表 5〕。な
かでもビワや夏ミカン，ナバナの作付面積の増加は著しい。
〔表 4 〕A家の耕地（1960～2007年）
地点 土地条件 A 家からの移動距離 面積
1 山間傾斜地 1.7km 48.0a
2 山間傾斜地 0.8km 17.7a
3 山間傾斜地 0.08km 14.0a → 4.0a※1
4 平地 0.51km 3.0a
5 平地 0.57km 5.0a →－※2　
6 山間傾斜地 1.9km 9.8a※3
7 山間平地 0.74km 10.0a
8 平地 0km（自宅敷地内） 21.7a → 12.8a※4
9 平地 0.05km 5.8a
10 傾斜地 0.12km 4.1a















































6 ― ― ― ― ビワ
























9 花卉炭焼き小屋 花卉 ナバナ ナバナ ナバナ











A 家の生活の中心となった生業で区分した生業暦は次の 5 つになる。① 1960～1965 年までの「稲
作と炭焼き」，② 1966～1969 年までの「稲作と木材伐採」，③ 1970～1972 年までの「夏ミカン・ビ











に薪売りや大宮区〔図 2 ⑤〕の製材所での木材伐採の臨時雇いもした。しかし，A 家の現金収入
源となっていた炭焼きも 1965 年に終わる。1960 年ころから富浦町でプロパンガスが普及し，炭が











やめていった。A 家でも 1971 年から夏ミカンの出荷量を減らしていき，1982 年ころに出荷をや






ビワの収穫が終わり，比較的仕事の少ない 7 月から 9 月だった。A 氏はその後，君津で３年間， 
日雇い労働に就いたが，1975 年に常勤への変更を迫られた際に，自家の農業を優先して辞職した。
⑤ 1976 年～2006 年　ビワとナバナの栽培
この時期から A 家ではビワとナバナの栽培を中心とした生計活動をする〔図 12〕。稲作につい
ては自給用と販売用に 23.5a を耕作するだけになった。また，ビワの摘果作業が稲の育苗期間と 
重なるため，稲の苗を購入して摘果作業に労力を集中させるようになった。一方で，A 家では
1982 年から主たる収入源であるビワの樹園地が減少する〔表 5〕。1982 年には広域農道敷設のため
ビワの樹園地 10a が買い上げられる。さらに 1983 年には前年の台風によって被害を受けたビワの









































A 氏が勤めていた新日鐵君津工場は 1965 年に操業し，1971 年に高炉を増設した［君津史市編さ
ん委員会　1993, 501］。高炉増設にともない，多くの労働者が必要になった工場では，遠方まで求人
活動をし，君津市から車で１時間ほどの館山市まで送迎バスを運行した。工場では３交代制の７時




















。両作業とも労働時間は 8 時から 17 時ころまでの休憩をはさんだ約７時





時間は 9 時から 17 時までの休憩をはさんだ約 7 時間で，日給は 3,000 円だった。また，1970 年代
後半から 1990 年ころまでは，収穫時期にパートと家族の食事の支度などの家事をする女性を住み
込みで雇うこともあった。
　1960 年代にパートとして丹生のビワ農家に雇われたのは，丹生の 20～30 代の男女や農家の親 










を集めることができた。1970 年代後半の丹生では 1 戸で 20～30 人ものパートを雇用していたビワ
農家もあり，パートの人手に困ることは少なかったのである。そして，この時期に A 家もビワ生
産の拡大にともない，収穫作業や出荷作業に多くの人を雇うことになった。
まず，A 家では 1965 年に A 氏の甥夫妻（K・L 氏）を収穫作業のパートに雇う〔表 6〕。さらに，
1975 年には A 氏の妻の実家がある三芳村で酪農業をしていた O・P・Q 氏を雇用する。そして，
ビワ生産の拡大とともに，より多くのパートが必要となったＡ家では 1975 年に 12 人を雇い入れる。
このうち，船形の G・H・I 氏は A 氏の妻の同級生である F 氏の知人だった。J・K・L 氏は A 氏
の親戚で三芳村から来ていた。また，A 家でこれだけの人数のパートが確保できたのは，ビワのパー
トが他の仕事と比べて賃金が高かったためでもある。A 家のパートの船形の女性たちがボールペ
ンの内職をしていたときの日給が 600 円ほどであったというから，送迎と食事がついて日給 3,000
円というビワのパートの仕事は魅力的なものであった。
〔表 6 〕1965～1988年のビワのパート
F・G・H・I J K・L M・N O・P・Q
性別 女性 女性 男女（夫婦） 男性 男性
年齢※ 20-30 代 20 代 20 代 30-40 代 20 代
期間 1975-1988 1975-1985 1965-2006 1975-1988 1971-1988
パート以外の仕事 なし 農業 農業 農業 酪農業
経験 なし なし なし なし なし
住所 館山市船形 三芳村 三芳村 深名 三芳村
















トに迎えた〔表 7〕。パートの賃金も 1990 年ころからの他産業での賃金上昇にともない，丹生のビ




性別 男女（夫婦） 男 女
年齢※ 40 代 30 代 50 代
期間 1965-2006 1989-1994 1989-1994
パート以外の仕事 農業 会社勤務 なし
経験 あり あり なし
住所 三芳村 丹生 館山市
関係 親戚（甥夫婦） 知人 長女の知人
6.4　1995年以降の臨時雇い　
（1）ビワのパート














〔表 8 〕ビワのパート雇用人数（2005年）　 
男性 女性 合計
Ａ家 1 4 5
Ｂ家 4 3 7
Ｃ家 2 3 5
Ｄ家 3 3 6
Ｅ家 2 3 5
〔表 9 〕1995年以降のビワのパート（親戚以外）
M O P Q R S
性別 男性 男性 男性 女性 女性 女性
年齢※ 40 代 50 代 60 代 30 代 30 代 30 代
期間 2000-2006 年 1995-2000 年 1995-2000 年 1995-2006 年 2003-2005 年 2003-2005 年
パート以外
の仕事 会社勤務 布団問屋 なし 花卉栽培 花卉栽培 花卉栽培
経験 あり あり（事務） なし あり あり あり
住所 丹生 館山市布良 館山市船形 多田良 深名 深名
関係 知人 長女の知人 長女の知人 長女の同級生 長女の友人 U 氏の紹介
パートの



















前 9 時から 12 時にかけておこなわれる。その後，昼食をはさみ出荷作業へと続くが，パートは遅
くとも 15 時には作業を終える。収穫作業は 11 月下旬から 3 月末までの比較的冷え込む時期におこ
なわれる。腰を折ってナバナを摘み取る作業は楽ではない。出荷作業も座り仕事ではあるが，ナバ
ナの葉を整えるなどの細かな作業があるため，疲労感は相当なものである。










雇い主 A 家 B 家
パート P T U V
性別 男性 女性 女性 女性
年齢 60 代 20 代 40 代 40 代




C 家 · Ｄ家のビワパ トー B 家のビワパート B 家のビワパート
経験 なし あり なし なし
　※年齢は雇用開始時のもの
（3）農業以外の臨時雇い
丹生の人々が従事している臨時雇いには農業以外のものもある。A 家では長女が 1991 年から






































1989-1994 年 1995-2005 年
（直接販売が主流に）
家族 4 4 5 7-8 ※
パート 親戚 2 2-3 2 2




























家の長女の場合，上記の 30 日間で 17.3 時間，臨時雇いに就いて外出をしている
（12）
。Ａ家のビワのパー
















































































（ 5 ）――2006 年 11 月から 2007 年 3 月を例にとれば，A
家では借地を含めた 136.5a でナバナを栽培し，1,275 箱
を出荷している。これは丹生で２番目の出荷量である。
（ 6 ）――ビワの収穫カゴは満載時に 3.6kg ほどになる。












（ 9 ）――2007 年４月を例にした。A 氏の妻の外出の内訳
は同窓会（9:00～翌 16:00），老人会（11:00～15:00），温
泉入浴（10:00～14:00）である。また，長女の場合は毎









無職主婦の私用・公用での外出時間は 30 日間で 43.2 時








会うための 2 回の外出（計４.5 時間）となっている。
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The Meaning of Work in Rural Areas：
Modern View of Work in Part-Time Employment
WATANABE Ayumi
In this article, I shall discuss the view of work of farmers who have side jobs, through analyzing 
their daily activities. Part-time jobs refer to daily jobs or jobs lasting for no longer than a year, such as 
guest work or day labor. 
Nyu, the subject of my investigation, located in Tomiura town in Minami Boso city, Chiba 
prefecture, is a village at the southern tip of the Boso peninsula. I set the subject period from 1960 
until today. During this period, many people in Nyu engaged in part-time jobs such as day labor or 
part-time farm work. Part-time jobs served as a source of income during the agricultural off-season 
until the early 1970s. However, since the late ‘70s, part-time jobs became less economically significant 
due to the increase in agricultural income made possible by the introduction of biwa (Japanese 
medlar) cultivation. The reason why part-time jobs have not yet died out in Nyu or in its surrounding 
areas lies in the non-economical meaning of part-time employment. 
First of all, part-time jobs served to kill time for people. Also, part-time jobs gave good reason for 
them to go outside of their homes, in an environment where going out was not easy. Furthermore, 
part-time jobs were a part of the various activities carried out throughout their whole life, each year, or 
each day. 
It has been indicated through past labor studies that labor not directly connected with means of 
living possesses as much significance as labor directly connected with them. Also, it has been pointed 
out that such a view of work eroded as business became industrialized. However, business activities 
such as part-time jobs are considered to be a deviation from business activities that serve as a major 
source of income, regardless of whether or not they are connected with means of living. Even part-
time jobs generally considered as irregular work were essential in agricultural life. 
In this article, I have shown through participative observation and diachronic analysis how each 
business activity discovered by past studies was actually carried out. I have also clarified how the 
repetitious activity of deviating from one’s major business and returning to it again daily, yearly, or 
throughout one’s whole life, has been considered as work, in the holistic sense, for modern farmers 
with side jobs.
Key words: part-time job, work value, business, deviation, side job
